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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】intact Osteocalcin（OC）は臨床上重要な骨形成マーカーであるが血清試料の取り扱いが難しい。最近、



















論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 intact Osteocalcin（OC）は臨床上重要な骨形成マーカーであるが血清試料の取り扱いが難しい。最近、N－
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 白鷺病院において血液透析を施行している男性患者のうち同意を得られた137名（平均年齢：60.4±11.8歳、
平均透析期間：60.6±33.6ヶ月）を本研究の対象とした。なおステロイド治療の既往がある者は除外した。血清




 intact OCは室温で1時間放置後すで有意に減少していたが、N－MID OCは室温で12時間放置しても変化を認
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